
第１節　防災・減災対策の強化

★ 火災出火率の低下
★ 市民の消防・救急救助体制の充実に関する満足度向上
★ 南海トラフ巨大地震被害想定の死傷者数の減少
★ 校区（地区）別単位の防災組織の結成率向上

第４章　災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり

● 災害に強い安全・安心な地域社会
● 火災や救急・救助体制の整った安全・安心な地域社会
● 市民みんなが助け合い、災害に立ち向かうことができる地域社会

指　　標  基準値（令和元年度）  目標値（令和６年度）

西条市が安全・安心だと思う市民の割合を向上します
（測定は代替指標「防災体制の強化に関する満足度」で実施）
※上限値を２、下限値をマイナス２に設定し算出

0.303 0.373

めざそう値を
達成する
ポイントはここだ！

（施策の決定要因）

● 西条市消防団拠点施設更新整備計画（令和２年度～令和22年度）
● 西条市国土強靭化地域計画（令和元年度～）
● 西条市地域防災計画（平成18年度～）
● 西条市国民保護計画（平成18年度～）
● 消防車両・水利・資機材更新整備計画（平成16年度～）
● 西条市水防計画（平成16年度～）

関係する
個別計画

まちづくり指標（めざそう値）

【市民の満足度•関心度 領域マップ】

関心度平均値
1.19

満足度平均値
0.26

総合防災訓練の様子

みんなで実現しよう
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施策の内容
（１）地域消防力の充実を図ります
　市民の火災予防や防災の意識を高め、火災件数を減少させることを目的に、市民に対する防火・防災意識
の周知に取り組みます。また、特定防火対象物に対する違反是正をすすめます。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

自治会への消防訓練指導を推進します ２１件
（平成30年度） ３２件

特定防火対象物における公表該当重大違反数を減少します ２９箇所
（平成30年度） ０箇所

住宅用火災警報器の設置率を向上します ７８％
（令和元年度） ８５%

（２）消防体制の充実を図ります
　各種災害に対する対応能力の向上を図ることを目的に、消防車両、消防水利、および消防資機材の整備を
すすめます。また、地域消防力の向上を図ることを目的に、消防団拠点施設の更新整備をすすめます。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

消防施設の整備をすすめます（累計） １６件
（令和元年度） １１３件

消防団拠点施設の更新整備をすすめます（累計） ２分団
（令和元年度） ５分団

（３）防災・減災体制の充実を図ります
　南海トラフ巨大地震や頻発、激甚化する風水害に備え、避難所の耐震化や備蓄物資の整備に取り組むと
ともに、防災関係機関、企業や団体との連携を強化します。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

指定避難所の耐震化率を向上します（累計） ９１．１％
（平成30年度） １００％

想定避難者に対する食糧備蓄の割合を向上します（累計） ６４．６％
（平成30年度） １００％

災害時応援協定の締結数を増加します（累計） ７７件
（平成30年度） ９０件

（４）地域防災力の向上を図ります
　地域防災力を強化することを目的に、防災士や自主防災組織と連携し、市民の防災に関する知識と意識
の啓発、訓練実施に取り組みます。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

住民主体の説明会・訓練の開催回数を増加します ６６回
（平成30年度） １００回

防災士と防災教育を進めている小中学校数を増加します ４５．７％
（令和元年度） １００％

自主防災組織の結成率を向上します（累計） ９２．３％
（平成30年度） １００％
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第２節　防犯対策の推進

★ 犯罪認知件数の減少
★ 消費者意識の向上

第４章　災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり

● 犯罪のない安全・安心に暮らせる地域社会
● 市民が自立した消費者として安全・安心に暮らせる地域社会

指　　標  基準値（令和元年度）  目標値（令和６年度）

0.271 0.372

めざそう値を
達成する
ポイントはここだ！

（施策の決定要因）

まちづくり指標（めざそう値）

関係する
個別計画

【市民の満足度•関心度 領域マップ】

関心度平均値
1.19

満足度平均値
0.26

西条市が安全・安心だと思う市民の割合を向上します
（測定は代替指標「防犯対策の推進に関する満足度」で実施）
※上限値を２、下限値をマイナス２に設定し算出

高校生ボランティアによる防犯活動

みんなで実現しよう
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施策の内容
（１）防犯体制の充実を図ります
　地域社会での犯罪被害を防止することを目的に、自治会、警察、学校、防犯協会などの関係団体と連携し、
防犯パトロールや啓発活動に取り組み、地域ぐるみの防犯活動を支援します。

（２）消費者行政の充実を図ります
　複雑多様化する消費生活相談に迅速かつ適切に対応することを目的に、関係機関との連携強化や相談体
制の整備をすすめます。また、市民一人ひとりが自立した消費者となるよう、消費生活に関する出前講座や情
報提供を実施するなど、消費者意識の向上に取り組みます。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

消費生活に関する出前講座を開催します 法律に基づく事業として適切に実施します

消費生活に関する相談窓口を設置します 法律に基づく事業として適切に実施します

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

刑法犯少年人数を減少します １７９人
（平成30年） １３０人

防犯灯LED化率を向上します（累計） ６５．５％
（平成30年度） ８０．０％
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第３節　交通安全対策の推進

★ 人口１万人あたりの事故件数の減少

第４章　災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり

● 交通事故のない安全•安心に暮らせる地域社会

指　　標  基準値（令和元年度）  目標値（令和６年度）

0.293 0.393

めざそう値を
達成する
ポイントはここだ！

（施策の決定要因）

まちづくり指標（めざそう値）

関係する
個別計画

【市民の満足度•関心度 領域マップ】

関心度平均値
1.19

満足度平均値
0.26

西条市が安全・安心だと思う市民の割合を向上します
（測定は代替指標「交通安全対策の推進に関する満足度」で実施）
※上限値を２、下限値をマイナス２に設定し算出

交通安全運動の様子

みんなで実現しよう
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施策の内容
（１）交通安全対策の充実を図ります
　交通安全の保持を図ることを目的に、警察・交通安全協会などの関係団体と連携し、市民の交通安全意
識の啓発とカーブミラーや交通看板などの交通安全施設の点検を実施し、交通事故の未然防止に取り組み
ます。

成果指標（ＫＰＩ） 基準値  目標値（令和６年度）

高齢者1万人あたりの事故件数（加害者側・被害者側双方）を減
少します

３５．９件
（平成30年） ３０．０件

通学路点検の結果を受けた改修率を向上します ９０．８％
（平成30年度） ９１．０％
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